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東京における鳥類相と環境要因としての舗装率

黒沢令子

〃/k野鳥の会研究センター．〒150束京都渋谷区南平台町1５－８．

はじめに

近年全国各地で都市化が進行し，緑地は減少し（東京都環境保全局自然保謹部緑化推進

室１９９４；Ｆｉｇ．１），現存する緑地も孤立化が進んでいる（前1111993)．東京の郁心部で

は，建物による建ぺい率が高まるとともに，道路のアスファルト舗装化により，地lIliの螺

出した空き地も減少した．都市にすむ森林性の鳥類に関する研究は，1960年代以来機んに

なり，わが脳だけでも過去に多くの研究がある（樋１１ほか1982,平野ほか1985,村ノド・

樋口1988,,1z野ほか1989，樋口1992,前Ⅱ11993，一ノ瀬・加藤1993)．樹林地のIIIi砿

が10％を下回ると，草地の面積の増加に対応して烏の種多様度が増すことが示唆されてい

るが（村井ほか’988)，空き地は都心部で急速に失われているにもかからわず，比較的注

目されていないと巻えられる．そこで本研究は，このように極度に進行した人間による土

地利用の改変が，鳥類相にどのような影響をおよぼしているかを探ることを目的として実

施した．調査対象は，人口密度が高く緑地が小さい都市環境とし，従来森林性の烏瓶に対

してもちいられてきた手法が，都市化の薪しい大部lIi部でも使えるかを明らかにするとと

もに，都市における独rlの要素として建物と舗装によって覆われた地面の割合が烏顛の環

境使用の指標になりうるかどうかを検証することを|I的とした．

調査方法

調査地は，東京都内のｌ区２市から選び（Fig.１），人口密度が高く，都市化が進んだ

都心地域から渋谷区（人口密度19,287人/km2）を，近郊住宅地域として調布市（8,904人／

km2）を，農耕地が存在するが，現在近郊住宅地化しつつある地域としてI.l野市（5,866

人/km2）を選定した（東洋経済1994)．調査地区は，上記の中から，駅前商業地，他宅

地，公園や公共処物などのある公共地区からそれぞれ５か所づつ，計45か所を設定した．

調査期間は，島顛の繁殖前期にあたる４月末から５ﾉj末までの合計29日間とし，雨天の

日を除いて，リリ１６時45分から８時まで調査した．このI洲には，営巣活動は磯んにみられ

るが，まだヒナは巣血っておらず，親鳥の活動を観察するのに適していると考えられた．

また，環境調査は５月から６月末まで行なった．

鳥相の調査は，ラインセンサス法をもちい，前，左右と上空50ｍの範囲内で視認および

鳴き声で確認し，同時に行動を記録した．烏の行動は，さえずり，巣材･運びなどの繁殖行
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動，採食行動，休息および飛行などを含むその他の行動の３種類に分類して記録した．調

査地内を飛行する烏も記録に含めたのは，その調査地がその鳥にとって，行動圏の一部分

をなしており，ねぐらと採食場との飛行経路にあたる可能性があるからである．

環境調査は，鳥類が利用する生息地として，緑被地と空き地を想定し，都市においてそ

れらの面積を規定する要因となる舗装地が環境中に占める割合を調査した．舗装および建

物で覆われている部分を舗装地とし，空き地は，アスファルトや石畳などを除いた土が露

出している場所を意味し，線路などの砂利地，草地や芝生なども含む．緑被地は地面に３０

ｃｍ以上の高さの植物が生えている場所とし，地面が裸地でも植物の樹冠に覆われている

場合はここに含めた．調査方法は，道を歩きながらそれぞれの区別を地図上に記録し，そ

の面積の割合を計測した．調査地区の単位は，都市内の平均的な住宅地区の１区画がおお

よそ２ｈａでくくれるので，便宜的に２ｈａとし，地図上で１辺140ｍの方形区を設定した．

できるだけ正方形になるようにしたが，中には地形の条件で長方形などになった場合もあ

る．

結果および考察

全地区で合計17科28種の烏が記録された（Tableｌ)．森林性の鳥については，林の面

積が増大すれば種数も増加し，また種構成も変化することが知られている（Askinseta1.

1987，樋口ほか1982)．本調査でも，緑被率の増加にともなって，種数の増加が認めら

れた（Kendallの順位相関係数，て＝0.43,ｚ＝4.19,,＝45,Ｐ＜0.001)．

舗装率の増加は烏の種数を減少させた（Fig.２)．舗装率の減少とともに，空き地およ

び緑被地の割合が増加するので（Fig.３)，それにともなって烏の種数が増加したのだと

思われる．

舗装率と個別の鳥種の出現した個体数の関係を知るために，各調査地の値を舗装率の順

に100％から０％まで並べ，５つの段階にわけて，各烏種ごとに個体数出現率を比較した

(Tableｌ）．全ての段階で出現した烏は12種おり（Tableｌ），そのうち主に３段階以上に
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わたって出現した種について出現状況を比較した．記録された全体数に対する各段階ごと

の個体数を割合で示した．その結果，出現個体数に一定の傾向が認められたため，それら

を都心型，開拓地型，林縁型，森林型の４パターンに区分した．以下では，それぞれのパ

ターンについて，出現状況を述べる．

１．都心型

都心型は舗装率が高い地点で多く，舗装率の減少につれて個体数が低下する種でドバト

(学名はＴａｂｌｅｌを参照）とハシブトガラスがいた（Fig.４）．ドバトは，大都市の都心

部に優占的に出現し，都市での繁殖成功率が高いといわれている（唐沢1992)．おもに公

園や駅前などで，集団で人間による給餌を受けていた．同じハト科であってもドバトとキ

ジバトの出現傾向はちょうど相反していた．ハシブトガラスも舗装率の高い地点で優占的

に出現し，集団で人間が出す生ごみを食物として利用していた．

２．開拓地型

空き地の率が高くなる第３段階を中心に出現率が高くなる種でスズメ，ムクドリ，カワ

ラヒワ，ツバメ，イワツバメ，ハクセキレイなどがみられた（Fig.５）．これらの種は，

近郊，郊外の両住宅地および畑などで多く記録されており，おもに，畑や草地およびそれ

らの上空などで採食するタイプの烏である．また樹木も利用し，スズメ，ムクドリとカワ

ラヒワが止まり場として，またツバメとイワツバメは昆虫などの食物を得る場所として利

用していた．イワツバメは，山地から低地に分布を拡大し，現在では各地の橋や高層団地

など大規模な建造物で繁殖している種である（唐沢・岩本1988)．イワツバメを含めてス

ズメ，ツバメ，ムクドリの４種は，一般および中層住宅を営巣場所として利用していた．
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また，カワラヒワでも人工物での営巣が観察されており（唐沢1988)，このタイプの多く

の種が人家や人工物を営巣に利用していた．

３．林縁型

舗装率が減少するにつれて，出現率が高まる傾向がみられる種である．都心から郊外ま

で広く出現し，ヒヨドリ，シジュウカラ，キジバト，メジロなどが含まれた（Fig.６)．

明瞭な分類がしにくい種にオナガとハシボソガラスがおり，両種とも開拓地から林縁の

両方のパターンを持ちあわせていると考えられた（Fig.７)．

４．森林型

舗装率が40％以下になってはじめて出現する種で（Fig.８)，ウグイス，センダイムシ

クイ，ヤブサメ，コジュケイ，アカハラ，ゴジュウカラなどが含まれた（Tableｌ）．キ

ビタキ，メボソムシクイが都心部と近郊住宅地の小さな樹林地で，アオジ，アカハラ，ゴ

ジュウカラ，ヤブサメは郊外の樹林地でそれぞれ一時的に記録された．これらの種は調査

地区での繁殖は記録されていないことから（金子1986，黒沢個人観察)，渡りの途中で

こうした小樹林地を利用していた通過個体と考えられる．これらの地区の樹林地の小ささ
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Pavementcategoryl：PavementratelOO－９０％２：－７５％３:－６０％４：－４０％

Forty-fivestudysiteswerearrangedintopavementorderanddivided

categories、Ｅａｃｈｃａｔｅｇｏｒｙｈａｓｆｒｏｍ８ｔｏｌｌｓｔｕｄｙｓites．
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や，周囲からの孤立度を考えると，今後，保全の上で考慮に値する問題だと思われた．

以上のように人為的な環境改変度の大きい都市部では，鳥類相を知る上で，舗装率が指

標の一つになりうると考えられた．
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要約

都市における鳥類の生息状況を知る目的で，都市化の進んだ東京の鳥類相と環境要因としての舗装

率を調べた．

烏の種数の増加は舗装率と負の相関を示した．観察された28種の烏の出現個体数の状況を段階別に

比較した．

舗装率が高いと出現率が高い都心型の穂はドバトとハシブトガラスで，ともに人に食物を依存して

いた．ドバトは同じハト科のキジバトと相反する出現傾向を示した．舗装率が中程度の開けた環境で

はスズメ，ムクドリ，ツバメ，イワツバメなどが利用していた．これら開拓地型の烏の多くは人工建

造物を営巣に利用していた．舗装率が減少すると，キジバト，シジュウカラ，ヒヨドリなどの林縁を

中心に見られる種が増加した．さらに舗装率が低くなるとはじめてウグイス，センダイムシクイなど

森林型の烏が出現した．

また，舗装率が高い地区の小樹林地では，一時的に森林型の烏がみられ，渡りの通過地として利用

していると考えられた．樹林地の規模や，周囲からの孤立度を考えると，今後，保全上で考慮に値す

る問題だと考えられた．このように人為的な環境改変度の大きい都市部では，鳥類相を知る上で，舗

装率が指標の一つになりうると考えられた．

BirdabundanceinrelationtothepavementrateofTokyo．

ReikoKurosawa

ResearchCenter,WiJdBjrdSbcietyq/eﾉﾋIpα",15-8,jVamjpejdai,Ｓｈめuyα-んu,Ｔｏんｙｏノ50.

Ａｎａｖｉｆａｕｎａｌｓｔｕｄｙｗａｓｍａｄｅｉｎｒｅｌａｔｉｏｎｔｏｔｈｅｐａｖｅｍｅｎｔｒａｔｅａｓａｆａｃｔｏｒｏfurbanization

inTokyo・Ｔｈｅｂｉｒｄｃｅｎｓｕｓｗａｓｄｏｎｅｉｎｅａｒｌｙｓｕｍmerbytheline-censusmethod，andthe

habitatwascharacterizedbyitspavementrate（％)．

Atotaloftwenty-eightspeciesofbirdswereobserved・Therewasastrongnegative

relationbetweenspeciesrichnessandpavementrates、Theanalysisofbirdspecies

occurrencewasmadebycategorizingstudysitesaccordingtothepavementrate・Four

patternswererecognized：ｃｉｔｙ，opengrassland，forest-edgeandforestpatterns・

CoZumbajmjadomesZicaandCoruusmachrorhynchosshowedthecitypattern，inwhich

occurrencerateswerehigherathighpavementratecategories、Thegrasslandpattern

containeｄＰａｓｓｇｒｍｏ"tα"us，Stumuscineraceus，Carduejissmjca，Hjrundorus〃cα，

DeIjcho〃ｕｒbicaandMotaci〃ααJba，Ｍｏｓｔｓｐｅｃｉｅｓｏｆｔｈｉｓｐａｔｔｅｒｎｗｅｒｅｓｅentonestin

humanresidences､Theforest-edgepatternincludedfbﾉpsjpetesamauro"s，Ｐａｒｕｓｍａﾉor，

SZrepZopeJjao両e"tα〃ｓａｎｄothers,TheforestpatternwasfoundamongtｗｏＣｅ雌αspecies，
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Pﾉ，y"oscOpusoccjp此α"s,azmbuscoja腕o'.αＣｉＣα,”『．d“ＳｃﾉiﾉｯＳＯＪα哩setc…

Afewforestspeciesoccurredinfragmentedgrovesoftreesinhighpavementrateareas、

Itsuggeststhatthesebirdsusethegrovesasrestsitesduringtheirmigration・Itwouldbe

necessitytopreservethesesitesfromaconservationalpointofview，

Inahighlyurbanizedenvironment,ｔｈｅｐａｖｅｍｅｎｔｒａｔｅｗａｓｆｏｕｎｄｔｏｂｅｏｎｅｏｆｔｈｅｕｓｅｆｕｌ

indicesofbirdfauna．
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